
一
、
は
じ
め
に

今
回
、
岩
野
泡
鳴
主
幹
雑
誌『

新
日
本
主
義』

、
及
び
改
題
後
の

『

日
本
主
義』（

第
十
号
よ
り）

第
一
巻（
一
号
～
十
二
号）

に
つ
い
て
、

『

岩
野
泡
鳴
全
集』（

臨
川
書
店
、
平
成
六
年
～
平
成
九
年
、
以
下『

全

集』

と
記
す）

未
収
録
号
を
調
査
し
た
。
具
体
的
に
は
、『

新
日
本
主

義』

第
一
巻
第
三
号
～
第
七
号
、
第
九
号
、
及
び『

日
本
主
義』

第
一

巻
第
十
号
、
第
十
二
号
に
つ
い
て
、
大
谷
大
学
図
書
館
並
び
に
立
命
館

大
学
図
書
館
の
両
図
書
館
の
御
協
力
の
も
と
調
査
を
行
っ
た
た
め
、
本

稿
に
て
調
査
結
果
を
報
告
す
る
。

『

日
本
主
義』

は
、
大
正
五
年
一
月
に
泡
鳴
が
創
刊
し
た
月
刊
の
思

想
文
芸
雑
誌
で
あ
る
。
創
刊
当
初
は『

新
日
本
主
義』

と
名
付
け
ら

れ
て
い
た
が
、
大
正
五
年
十
月
の
第
一
巻
第
十
号
に
て『

日
本
主
義』

と
改
題
、
そ
の
後
、
泡
鳴
が
亡
く
な
る
直
前
で
あ
る
、
大
正
九
年
三

月
の
第
五
巻
第
三
号
ま
で
現
在
確
認
さ
れ
て
お
り
、
同
時
代
の
思
想

や
社
会
、
文
芸
に
対
す
る
泡
鳴
の
意
見
発
表
機
関
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
た１

。『

日
本
主
義２』

は
、
泡
鳴
の
唱
え
る「

個
人
主
義
的
国
家

主
義」

の
思
想
及
び
そ
の
運
動
を
考
察
す
る
上
で
も
、
ま
た
晩
年
の

泡
鳴
の
交
友
関
係
を
知
る
上
で
も
重
要
な
雑
誌
だ
と
言
え
る
が
、
現

在
、
そ
の
全
体
像
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
訳
で
は
無
い
。
具
体
的

に
は
、『

全
集』

刊
行
時
点
に
お
い
て
、
第
一
巻
第
一
号
・
第
二
号
・

第
八
号
・
第
十
一
号
、
第
二
巻
第
一
号
～
第
十
二
号
、
第
三
巻
第
一

号
～
第
八
号
、
第
四
巻
第
三
号
・
第
四
号
・
第
六
号
、
第
五
巻
第
一

号
～
第
三
号
ま
で
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
、
特
に
第
一
巻

及
び
第
四
巻
が
散
逸
し
た
状
況
に
あ
っ
た
。

今
回
の
調
査
に
よ
り
、『

日
本
主
義』

第
一
巻
分
の
全
貌
を
知
る
こ

と
が
出
来
た
。
本
稿
で
は
、
本
調
査
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
次
の
三

点
の
項
目
に
つ
い
て
報
告
を
行
う
。
ま
ず
、『

日
本
主
義』

第
一
巻
の

編
集
体
制
の
変
化
に
つ
い
て
、『

日
本
主
義』

同
人
の
集
ま
り
、
雑
誌

の
経
営
状
況
、
雑
誌
の
改
題
の
点
か
ら
簡
潔
に
ま
と
め
た
い
。
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次
に
、
旧
全
集
で
あ
る『

泡
鳴
全
集』（

国
民
図
書
株
式
会
社
、
大

正
十
年
一
月
～
大
正
十
一
年
七
月）

第
十
巻「

日
本
主
義」

に
収
録
さ

れ
て
い
る
初
出
未
詳
資
料
の
う
ち
、『

日
本
主
義』

第
一
巻
に
収
録
さ

れ
て
い
る
資
料
に
関
し
て
は
、
初
出
が
確
定
し
た
。
こ
の
各
資
料
に
関

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
解
題
を
付
す
こ
と
は
紙
面
の
都
合
上
困
難
で
あ
る
た

め
、
本
稿
で
は
、
泡
鳴
執
筆
分
と
考
え
ら
れ
る
資
料
に
つ
い
て
、『

日

本
主
義』

第
一
巻
各
号
の
目
次
を
記
す
こ
と
と
す
る
。

最
後
に
、
今
回
の
調
査
に
よ
り『

全
集』

未
収
録
資
料
が
発
見
さ
れ

た
。
未
収
録
資
料
に
関
し
て
、
各
資
料
の
性
格
ご
と
に
分
類
す
る
と
、

『

日
本
主
義』

の
編
集
に
関
し
て
各
号
の「
編
輯
者
よ
り」

。
断
片
的
な
、

あ
る
い
は
警
句
的
な
短
い
短
文
で
あ
る
、
第
一
巻
第
六
号
以
降
の「

断

片」

、
及
び
第
一
巻
第
三
号「

文
字
ポ
ン
チ」
。
複
数
の
執
筆
者
に
よ
る

コ
ラ
ム
記
事
で
あ
る
、
第
一
巻
第
四
号
及
び
第
一
巻
第
十
号「

食
後
の

別
室」

。
新
刊
紹
介
記
事
で
あ
る
、
第
一
巻
第
三
号
の「『
改
造
の
試
み』

そ
の
他」

及
び
第
一
巻
第
六
号
の「『

短
歌
私
鈔』

そ
の
他」
。
最
後
に

批
評
・
評
論
と
し
て
、
第
一
巻
第
四
号「

三
田
の
俗
聖（

田
中
王
堂
氏

の「

福
澤
諭
吉」

を
評
す）」

及
び「

日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト」

、
第
一

巻
第
七
号「

身
づ
か
ら
卑
賤
と
呼
ぶ
か」

、
第
一
巻
第
九
号「

郷
土
と

日
本」

が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、「

三
田
の
俗
聖（

田
中
王
堂
氏
の「

福

澤
諭
吉」

を
評
す）」

及
び「

日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト」

に
関
し
て
は
、

分
量
・
内
容
に
お
い
て
ま
と
ま
っ
た
評
論
で
あ
る
た
め
、
本
稿
に
て
簡

潔
に
紹
介
す
る
。
加
え
て
、『

全
集』

別
巻
に
は
、
泡
鳴
第
三
の
妻
、

蒲
原
英
枝
の
資
料
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
調
査
で
新
た

に
発
見
さ
れ
た
、
蒲
原
英
枝「

以
太
利
人
の
浦
島」（『

新
日
本
主
義』

第
一
巻
第
五
号）

に
関
し
て
も
、
合
わ
せ
て
紹
介
す
る
。

二
、『

日
本
主
義』

第
一
巻
の
編
集
体
制
に
つ
い
て

『

新
日
本
主
義』

第
一
巻
第
四
号
に
は
、
口
絵
と
し
て
、『

新
日
本
主

義』

同
人
の
会
合
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る（

図
版
一）

。
こ
の
会

合
に
関
し
て
は
、
口
絵
裏
面
の「

写
真
説
明」（

図
版
二）

に
詳
し
く
、

ま
た『

巣
鴨
日
記
第
三』

大
正
五
年
二
月
廿
七
日
に
も
、「

新
日
本
主

義
社
の
小
集
を
家
で
開
い
た」（

第
十
四
巻
一
八
一
頁）

と
あ
る
。
こ

の
集
ま
り
に
参
加
し
た
、
廣
瀬
哲
士
、
加
藤
朝
鳥
、
木
村
卯
之
や
、
他

に
三
井
甲
之
ら
が
主
に
執
筆
者
と
し
て
活
躍
し
、
誌
面
の
充
実
を
見
せ

て
い
る
も
の
の（

図
版
三）

、
雑
誌
の
経
営
状
況
は
こ
の
頃
か
ら
既
に

芳
し
く
無
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。『

新
日
本
主
義』

第
一
巻
第
六
号
か

ら
、
本
欄
の
頁
数
が
三
十
二
頁
か
ら
十
六
頁
に
半
減
す
る
こ
と
と
な
っ

た
の
も
、
経
営
上
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

経
営
悪
化
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
山
本
露
滴
が「

健
康
上
の
都
合」

に
よ
り
樺
太
か
ら
帰
京
し
た
と
、『

新
日
本
主
義』

第
一
巻
第
七
号

（「
編
輯
者
よ
り」

、
一
九
頁）

で
報
じ
ら
れ
た
よ
う
に
、
創
刊
当
初
か

ら
資
金
的
援
助
を
受
け
て
い
た
露
滴
の
健
康
が
悪
化
し
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
る３

。
同
号
に
、「

新
日
本
主
義
社
は
今
回
実
際
の
経
営
を
も
泡
鳴

が
す
る
こ
と
に
な
つ
た」（「

編
輯
者
よ
り」

、
一
九
頁）

と
あ
る
の
は
、
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露
滴
の
援
助
の
み
で
は
経
営
が
困
難
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

に
伴
い
、
同
号
よ
り
発
行
所
の
新
日
本
主
義
社
は
、『

新
日
本
主
義』

の
母
体
で
あ
る
露
滴
主
催
の『

日
本
新
聞
会』

の
発
行
所
の
住
所
、

「

東
京
市
牛
込
区
矢
来
町
十
一
番
地」

か
ら
、
泡
鳴
宅
の
住
所
、「

東
京

市
外
巣
鴨
町
一
〇
八
二」

へ
と
移
転
す
る
。
更
に
、「

新
日
本
主
義
社

新
設
規
則」（

目
次
で
は「
新
日
本
主
義
社
の
新
規
定」）

が
制
定
さ
れ
、

同
号
以
降
の
各
号
に
掲
載
さ
れ
る
。
こ
の
規
則
は
、「

一
、
本
部
は
岩

野
泡
鳴
そ
の
他
数
名
が『

新
日
本
主
義』

の
編
輯
発
刊
、
並
に
支
部
と

の
文
通
、
並
に
宣
伝
演
説
遊
説
を
担
任
す」（

一
六
頁）

と
あ
る
よ
う

に
、
編
集
発
刊
を
行
う
本
部
と
地
方
の
応
援
者
に
よ
る
支
部
か
ら
な
る

新
日
本
主
義
社
の
体
制
を
定
め
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
同
号「

編
輯
者
よ
り」

に
は
、「

そ
れ
か
ら
、
な
ほ
実
際
的
な
運

動
を
い
よ

く
初
め
か
け
る
に
付
い
て
は
、
読
者
と
本
部
と
の
密
接
な

聯
絡
を
取
り
た
い
の
で
、
地
方
の
読
者
は
こ
の
際
有
志
の
入
会
を
勧
誘

し
て
貰
ひ
た
い」（

一
九
頁）

と
あ
り
、
新
日
本
主
義
社
の
運
動
を
地

方
に
ま
で
拡
大
し
よ
う
す
る
泡
鳴
の
気
概
が
感
じ
ら
れ
る
。

第
十
号
発
刊
を
契
機
に
、『

新
日
本
主
義』

は『

日
本
主
義』

に
改

題
さ
れ
る（

図
版
四）

。
今
回
の
調
査
に
よ
り
改
め
て
、『

日
本
主
義』

へ
の
改
題
が
第
一
巻
第
十
号
か
ら
で
あ
る
こ
と
が
実
物
を
通
じ
て
確
認

さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
う
変
化
と
し
て
、
ま
ず
、
各
号
の
一
頁
目
上
部
に

掲
載
さ
れ
て
い
た「

宣
言」

が
、「

成
る
べ
く
み
ん
な
に
共
通
す
る
や

う
に
書
き
換
へ」（「

改
題
の
辞」

、
一
頁）

ら
れ
る
。
次
に
、
同
号
よ

り
雑
誌
代
の
支
払
い
方
法
が
、
雑
誌
代
の
送
付
か
ら
口
座
へ
の
振
り
込

み
に
変
更
さ
れ
る
。
同
号
の
表
表
紙
裏「『

日
本
主
義』

講
読
方�

�

に
就

い
て
注
意」

で
は
、
こ
の
変
更
に
つ
い
て「

追
つ
て
雑
誌
代
は
一
ヶ
年

僅
か
に
六
拾
銭
で
す
か
ら
、
成
り
べ
く
は
此
際
御
払
込
を（

振
替
口
座

番
号
は
東
京
参
四
〇
七
九
番）」

と
告
知
し
て
い
る
。
最
後
に
、「

今
回

泡
鳴
の
友
人
川
手
忠
義
氏
が
泡
鳴
と
共
に
協
同
の
主
幹
に
な
る
こ
と
に

な
つ
た」（「

編
輯
者
よ
り」

、
一
六
頁）

と
あ
る
よ
う
に
、
泡
鳴
は
、

第
二
の
妻
岩
野
清
へ
の
離
婚
請
求
の
際
に
相
談
を
行
っ
た
弁
護
士
川
手

忠
義
に
協
同
主
幹
を
依
頼
し
て
お
り
、『

日
本
主
義』

第
一
巻
第
十
号

の
一
頁
目
に
は
主
幹
と
し
て
岩
野
泡
鳴
・
川
手
忠
義
両
名
の
名
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「

川
手
氏
よ
り
ハ
ガ
キ
、
協
同
の
主
幹
の
件

を
断
つ
て
来
た」（『

巣
鴨
日
記
第
三』

大
正
五
年
十
月
十
三
日
、
第
十

四
巻
一
九
七
頁）

と
い
う
事
情
か
ら
翌
月
に
は
川
手
は
主
幹
か
ら
外
れ
、

次
号
の『

日
本
主
義』

の
主
幹
は
再
び
泡
鳴
一
人
に
戻
る
。

三
、『

日
本
主
義』

各
号
目
次

以
下
、
今
回
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た『

日
本
主
義』

第
一
巻
八

号
分
の
各
号
の
目
次
に
つ
い
て
、
泡
鳴
執
筆
分
と
考
え
ら
れ
る
記
事
の

み
、
頁
数
順
に
掲
載
す
る
。
泡
鳴
を
含
め
複
数
の
執
筆
者
に
よ
る
も
の

は
、
そ
の
執
筆
者
を
掲
げ
、
無
署
名
の
も
の
は
そ
の
旨
を
記
す
。
た
だ

し
、
第
一
巻
第
五
号
に
掲
載
さ
れ
た
、
蒲
原
英
枝
執
筆
分
の
み
例
外
的

に
こ
こ
に
掲
載
す
る
。
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①『
新
日
本
主
義』

第
一
巻
第
三
号（

大
正
五
年
三
月
一
日）

断
片
語―

―

一
～
三
頁
。
／
再
び
日
蓮
の
研
究
に
就
て（

山
川
智

應
氏
へ）

―
―

四
～
六
頁
。
／
文
字
ポ
ン
チ（

無
署
名）

―
―

十

頁
。
／
発
想
と
人
格（

再
び
野
口
氏
を
論
ず）

―
―

十
一
～
十
四

頁
。
／
固
定
は
真
理
に
あ
ら
ず―

―

二
十
六
～
二
十
八
頁
。
／
編

輯
者
よ
り（

無
署
名）

―
―

二
十
八
、
三
十
二
頁
。
／
す
ゐ
せ
ん

道
化
者（

散
文
詩）

―
―

三
十
一
頁
。
／『

改
造
の
試
み』

そ
の

他（

無
署
名）

―
―

三
十
二
頁
。

②『

新
日
本
主
義』

第
一
巻
第
四
号（

大
正
五
年
四
月
一
日）

断
片
語―

―

一
～
三
頁
。
／
三
田
の
俗
聖（
田
中
王
堂
の「

福
澤

諭
吉」

を
評
す）

―
―

四
～
十
三
頁
。
／
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト

―
―

二
十
一
頁
。
／
蜜
蜂
の
霊
よ（

諷
刺
詩）

―
―

二
十
七

頁
。
／
僕
等
を
未
成
品
と
は
？―

―

二
十
九
頁
。
／
食
後
の
別
室

（

甲
之
、
朝
鳥
、
泡
鳴）
―
―

三
十
～
三
十
二
頁
。
／
編
輯
者
よ
り

（

無
署
名）

―
―

三
十
二
頁
。

③『

新
日
本
主
義』

第
一
巻
第
五
号（

大
正
五
年
五
月
一
日）

穿
き
違
へ
た
自
由―

―

一
頁
。
／
日
本
膨
張
の
根
本
原
理（

後
藤

男
爵
の
著
を
評
し
な
が
ら）

―
―

二
～
七
頁
。
／
以
太
利
人
の
浦

島（

蒲
原
英
枝）

―
―

二
十
五
～
二
十
七
頁
。
／
用
語
に
無
反
省

な
蘇
峯
氏
と
井
上
博
士―

―

二
十
八
～
二
十
九
頁
。
／
今
一
度
山

川
氏
へ―
―

三
十
頁
。
／
編
輯
者
よ
り（

無
署
名）

―
―

三
十
～

三
十
一
頁
。

④『

新
日
本
主
義』

第
一
巻
第
六
号（

大
正
五
年
六
月
一
日）

断
片―

―

表
表
紙
。
／
功
利
主
義
を
耻
る
な―

―

一
頁
。
／
佐
藤

信
淵
の
征
服
的
宗
教―

―

二
～
七
頁
。
／
ス
コ
ト
氏
の『

日
本
、

英
國
及
び
世
界』

―
―

十
五
～
十
六
頁
。
／『

短
歌
私
鈔』

そ
の

他（

無
署
名）

―
―

十
七
頁
。
／
編
輯
者
よ
り（

無
署
名）

―
―

十
七
頁
。

⑤『

新
日
本
主
義』

第
一
巻
第
七
号（

大
正
五
年
七
月
一
日）

断
片―

―

表
表
紙
。
／
タ
ゴ
ル
氏
に
直
言
す―

―

一
、
七
、
十
五

～
十
六
頁
。
／
佐
藤
信
淵
の
征
服
的
宗
教（

承
前）

―
―

二
～
七

頁
。
／
身
づ
か
ら
卑
賤
と
呼
ぶ
か―

―

八
～
九
頁
。
／
表
象
の
語

義（

山
川
氏
の
第
三
答
に
就
て）

―
―

十
四
～
十
五
頁
。
／
新
日

本
主
義
社
の
新
規
定（

無
署
名）

―
―

十
六
頁
。
／
編
輯
者
よ
り

―
―

十
九
頁
。

⑥『
新
日
本
主
義』

第
一
巻
第
九
号（

大
正
五
年
九
月
一
日）

断
片―

―

表
表
紙
。
／
警
戒
す
べ
き
世
界
主
義―

―

二
～
七

頁
。
／
郷
土
と
日
本―

―

九
頁
。
／
兎
の
憤
激（

諷
刺
詩）

―
―
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十
一
頁
。
／
迂
愚
極
は
ま
る
宣
教
師―

―

十
四
～
十
五
頁
。
／
日

記
の
一
節―

―

十
五
～
十
六
頁
。
／
編
輯
者
よ
り（

無
署
名）

―

―
十
七
頁
。

⑦『

日
本
主
義』
第
一
巻
第
十
号（

大
正
五
年
十
月
一
日）

断
片―

―

表
表
紙
。
／
改
訂
の
宣
言（

無
署
名）

―
―

一
頁
。
／

改
題
の
辞―

―

一
頁
。
／
国
家
主
義
並
に
個
人
主
義
の
独
断
的
区

別
の
撤
廃―

―

四
～
九
頁
。
／
生
活
の
寂
し
み（

散
文
詩）

―
―

十
二
～
十
四
頁
。
／
食
後
の
別
室（

卯
之
、
甲
之
、
秋
田
雨
雀
、

泡
鳴）

―
―

十
二
～
十
四
頁
。
／
編
輯
者
よ
り（

無
署
名）

―
―

十
六
～
十
七
頁
。

⑧『

日
本
主
義』

第
一
巻
第
十
二
号

断
片―

―

表
表
紙
。
／
親
遠
疎
近
の
弊―

―

一
頁
。
／
日
本
人
と

ユ
ダ
ヤ
人（

撰
民
の
観
念
に
就
て）

―
―

二
～
四
頁
。
／
忠
愛
主

義
懐
疑
の
徒―

―

五
頁
。
／
ラ
ザ
ロ
の
姉
妹
マ
ル
タ（

散
文
詩）

―
―

十
四
～
十
五
頁
。
／
編
輯
者
よ
り（

無
署
名）

―
―

十
七
頁
。

四
、『

岩
野
泡
鳴
全
集』

未
収
録
作
品
概
要

以
下
、『

全
集』

未
収
録
作
品
の
う
ち
、「

三
田
の
俗
聖（

田
中
王
堂

氏
の「

福
澤
諭
吉」

を
評
す）」

及
び「

日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト」

の

二
作
品
、
加
え
て
蒲
原
英
枝「

以
太
利
人
の
浦
島」

の
計
三
作
品
に
つ

い
て
、
そ
の
概
要
を
簡
潔
に
記
す
。

①
岩
野
泡
鳴「

三
田
の
俗
聖（

田
中
王
堂
氏
の「

福
澤
諭
吉」

を
評
す）」

（『

新
日
本
主
義』

第
一
巻
第
四
号
、
四
～
十
三
頁）

十
頁
に
わ
た
る
、
当
該
号
の
中
心
と
な
る
論
文
で
あ
る
。
表
題
の

「

三
田
の
俗
聖」

と
は
福
澤
諭
吉
を
指
し
、
三
田
の
大
学
で
は「

丸
で

人
間
で
は
な
く
完
全
無
欠
の
神
の
や
う」（

五
頁）

に
崇
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
対
す
る
皮
肉
で
あ
る
。『

巣
鴨
日
記
第
三』

大
正
五
年
二
月

廿
四
日
に
、「「

三
田
の
俗
聖
人」（

田
中
氏
の「

福
澤
諭
吉」

を
評
す）

四
十
七
片
を
書
き
終
つ
た（

新
日
本
主
義
四
月
号
の
為
め）」（

第
十
四

巻
一
八
一
頁）

と
あ
る
。

論
の
冒
頭
で
は
、
青
年
時
代
の
洗
礼
の
経
験
か
ら
、「

福
澤
諭
吉
の

物
質
的
勢
力
に
対
し
て
新
島
襄
の
精
神
的
勢
力
が
あ
る
こ
と
を
知
つ

た」（

四
頁）

と
述
べ
、
福
澤
自
身
や
そ
の
周
囲
の
噂
を
聞
く
限
り

「

偏
物
質
的
と
云
ふ
よ
り
も
金
銭
的
な
臭
ひ」（

五
頁）

が
す
る
と
、
福

澤
の
低
俗
さ
を
強
調
す
る
。
こ
の
、
十
代
の
頃
の
泡
鳴
が
福
澤
と
新
島

と
に
抱
い
た
印
象
に
関
し
て
は
、「

僕
の
十
代
の
眼
に
映
じ
た
諸
人
物」

中
の「
周
囲
の
活
人
物」（

第
十
五
巻
二
五
一
～
二
五
二
頁）

の
記
事

と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
論
文
で
は
、
著
述
を
通
じ
た
福
澤
の
民
間

で
の
功
績
は
認
め
つ
つ
も
、
田
中
王
堂『

福
澤
諭
吉』（

実
業
之
世
界

社
、
大
正
四
年
十
二
月）

の
福
澤
観
に
つ
い
て
、
福
澤
の
哲
学
者
と
し
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て
の
洞
察
力
に
乏
し
い
点
、
生
涯
を
通
じ
て
思
想
の
進
歩
が
あ
ま
り
見

ら
れ
な
い
点
、
ま
た
そ
の
思
想
が
西
洋
文
明
の
模
倣
に
過
ぎ
ず
独
創
性

に
欠
け
た
点
か
ら
批
判
し
、
福
澤
を
偏
物
質
的
な
、
浅
薄
な
功
利
主
義

者
で
あ
っ
た
と
捉
え
る
。
結
論
と
し
て
は
、「

要
す
る
に
、
渠
の
一
生

涯
を
通
じ
て
の
一
大
特
色
は
民
間
に
於
け
る
古
今
未
曾
有
の
教
育
家
た

る
点
に
在
つ
た
が
、
そ
の
過
半
は
天
下
の
無
智
と
模
倣
癖
と
の
然
ら
し

め
た
と
こ
ろ
だ」（

一
三
頁）

と
泡
鳴
の
福
澤
観
が
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。
泡
鳴
に
よ
る
一
連
の
王
堂
批
判
の
一
つ
と
し
て
、
ま
た
泡
鳴
の
福

澤
観
を
知
る
上
で
有
益
な
資
料
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

②
岩
野
泡
鳴「

日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト」（『
新
日
本
主
義』

第
一
巻
第

四
号
、
二
十
一
頁）

英
語
や
ド
イ
ツ
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
音
の
強
弱
に
よ
る
が
、
日
本
語

の
ア
ク
セ
ン
ト
は
音
の
高
低
が
主
で
あ
る
と
い
う
論
旨
の
も
と
、
東
京

人
と
大
阪
人
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
違
い
を
中
心
に
、
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン

ト
の
特
徴
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。『

巣
鴨
日
記
第
三』

大
正
五
年
二

月
九
日
に
、「「

す
ゐ
せ
ん
道
化
者」（

詩）

、「

日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト」

（

共
に
新
日
本
主
義
へ）」（

第
十
四
巻
一
八
〇
頁）

と
あ
る
。「

兎
に
角
、

発
音
上
の
研
究
は
東
京
語
よ
り
も
大
阪
語
に
面
白
味
が
あ
る
や
う
だ」

（

二
一
頁）

と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
阪
言
葉
に
対
す
る
泡

鳴
の
関
心
を
示
す
評
論
の
一
つ
で
あ
る
。

③
蒲
原
英
枝「

以
太
利
人
の
浦
島」（『

新
日
本
主
義』

第
一
巻
第
五
号
、

二
十
五
～
二
十
七
頁）

新
潟
の
ホ
テ
ル
イ
タ
リ
ア
軒
の
創
始
者
、
ピ
エ
ト
ロ
・
ミ
リ
オ
ー
レ

と
、
蒲
原
英
枝
の
祖
父
と
の
交
流
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
表

題
は
、
ミ
リ
オ
ー
レ
が
約
三
十
年
ぶ
り
に
イ
タ
リ
ア
へ
帰
国
し
た
と
こ

ろ
、
誰
に
も
相
手
に
さ
れ
ず
再
び
日
本
に
戻
っ
て
来
た
と
い
う
話
を
聞

い
た
英
枝
が
、「

私
は
直
ぐ
浦
島
の
話
や
リ
プ
ヷ
ン
ヰ
ン
ク
ル
の
話
を

思
ひ
出
し
ま
し
た」（

二
七
頁）

と
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
最
後
に

『

新
日
本
主
義』

に
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
投
稿
し
た
理
由
と
し
て
、「

兎

に
角
に
国
と
云
ふ
力
強
い
背
景
を
持
た
ぬ
人
間
若
し
く
は
個
人
と
し
て

は
、
つ
ま
り
は
斯
う
云
ふ
同
情
に
は
価
へ
す
る
け
れ
ど
も
実
質
に
乏
し

い
生
活
者
に
な
る
と
云
ふ
確
か
な
一
実
例
で
あ
ら
う」（

二
七
頁）

と

述
べ
、
国
家
と
個
人
と
の
結
び
付
き
を
強
調
す
る
形
で
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。

以
上
。

付
記
　
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
ご
許
可
下
さ
っ
た
大
谷
大
学
図
書
館
、

立
命
館
大
学
図
書
館
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

— 6 —



注1

宗
像
和
重「
解
説
・
解
題」［『

岩
野
泡
鳴
全
集』

第
十
三
巻（

臨
川
書
店
、

平
成
八
年）
、
五
二
二―

五
五
二
頁］

の「

新
日
本
主
義
　
日
本
主
義」

（

五
四
〇―

五
四
二
頁）

の
項
目
、
及
び『

日
本
近
代
文
学
大
事
典』

第
五

巻（

講
談
社
、
昭
和
五
十
二
年）

の「

日
本
主
義」

の
項
目（

伴
悦
執
筆
、

三
一
〇
頁）

を
参
照
。
以
下
、『

岩
野
泡
鳴
全
集』

よ
り
泡
鳴
の
テ
キ
ス
ト

を
引
用
す
る
際
に
は
、
巻
数
及
び
頁
数
の
み
記
す
。
な
お
、
引
用
の
際
に

は
、
基
本
的
に
旧
字
体
を
新
字
体
に
直
し
て
い
る
。

2

以
下
、『

新
日
本
主
義』

と『

日
本
主
義』
の
区
別
を
付
け
ず
、
雑
誌
総
体

を
示
す
際
に
は『

日
本
主
義』

と
表
記
す
る
。

3

山
本
露
滴
は
、
泡
鳴
の
終
生
の
友
人
で
あ
り
、「
五
部
作」

に
登
場
す
る
島

田
氷
峰
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。
大
正
五
年
十
二
月
一
日
に
亡
く
な
り
、
翌

年
一
月
、
泡
鳴
は『

日
本
主
義』

第
二
巻
第
一
号
に「
故
露
滴
山
本
喜
市

郎
の
伝」

を
掲
載
、
翌
二
月
に
は
川
俣
馨
一
と
共
に『

山
本
露
滴
遺
稿』

（

自
家
版）

を
編
集
す
る
。

— 7 —

【

図
版
一】『

新
日
本
主
義』

第
一
巻
第
四
号「

口
絵」

【

図
版
二】『

新
日
本
主
義』

第
一
巻
第
四
号「

写
真
説
明」
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【

図
版
三】『
新
日
本
主
義』

第
一
巻
第
四
号「

表
紙」

【

図
版
四】『

日
本
主
義』

第
一
巻
第
十
号「

表
紙」


